
卸と言えば、問屋である。以前は、材木問

屋や米問屋、テレビ番組水戸黄門でお馴染み

のチリメン問屋など、さまざまな中間流通業

者が存在した。卸問屋は、取り扱う物品の保

管、小売業へ必要とされる量の提供を仕事と

し、安定供給という面から重要な役割を担っ

ていた。現在でも問屋自体は存在しているが、

かつてほどの勢力はない。高度経済成長期に、

米国型の大量消費スタイルが押し寄せて、安

価な商品を大量販売する方式が主流になり、

中間マージンをもって業とする問屋は安価を

求める消費者から敬遠され、存在意義が薄れ

ていった。

ではなぜ、医薬品卸の存在は必要とされて

いるのか。それは、求められている役割や機

能が、他の卸とは根本的に異なっているため

だ。健康、生命に直結する商品の医薬品を扱

うことは、製薬企業から病院、診療所、調剤

薬局などへ、ただ配送するだけでは決して済

まない。

物流業者であるから安定供給と迅速な配送

は当然のこと、副作用の発生状況も含む“正

しい情報”を確実に提供・収集しつつ、製造

ロットごとに医薬品の動きを追跡するトレー

サビリティも行わなければならない義務まで

負っている。医療用医薬品がある支店、営業

所には国家資格者の薬剤師配置が絶対条件で

あり、情報を担当するのがＭＳ（マーケティ

ング・スペシャリスト）と呼ばれている卸の

営業社員だ。

日本の医薬品卸は、今の中国のように以前

は数千社あったとも言われていたが、現在で

は日本医薬品卸業連合会（薬卸連）の会員数

は130社程度。しかも年々減少しているのが

実態だ。これは、各地域で地元卸が活躍して

いた時代が過ぎ去り、全国をカバーすること

で発生するスケールメリットが追い求められ

た結果である。

現在の日本では、メディセオ・パルタック

ホールディングス、スズケン、アルフレッサ

ホールディングス、東邦薬品を中心とする４

大勢力が、市場の大部分を占めている。社名

を変更せずに拡大してきた企業もあるが、地

域の有力卸が合併して新たな社名となった企

業もある。卸業界ではほんの数年の間に再編

が劇的に進み、薬卸連の会員による昨年の川

柳では、「卸名　覚えたころに　また変わり」

が入選するほどだ。

これらメガ卸は、連結売上高２兆円達成が

視野に入るほど拡大し、医薬品流通市場で激

しいシェア争いを繰り広げている。それだけ

に他社との差別化を重要な戦略として、顧客

支援システム、製薬、医療機器、物流コスト

削減など独自の事業を展開している。
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ハンディーターミナル（上）とＰＯＳ検品
システムで、誤配送などのミスを防止する

進む再編成 ４大勢力に
集約の方向


